
☆組織の概況（11月30日現在）　組合員総数　6万0895人（11月の新加入者98人）　出資金総額　16億0974万1000円（1人平均　2万6435円）
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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

第
6
9
9
号

2
0
2
1
.
1

（毎月１日発行）（毎月１日発行）

第６９９号
発　行　所

〒036-8045
弘前市大字野田２丁目２の１
津軽保健生活協同組合
発行責任者　　村　 上 　　　　渡
電　　　話　   0 1 7 2−33−751 5
ホームページ　http://www.kensei-hp.jp
Ｅメール　kenkou@r66.7-dj .com
印　刷　所　　やまと印刷株式会社
◎組合員の購読料は出資金に含まれます

（（11））

謹賀新年謹賀新年

新年明けましておめでとうございます。
2020年は、新型コロナウイルス感染の
世界的な流行という、誰もが予想していな
かった事態が発生しました。弘前市内にク
ラスター（感染者集団）が発生し、健生病
院では、発熱外来の実施、ドライブスルー
でのPCR検査を連日行うなど、市の新型
コロナウイルス対策の一翼を担いました。
津軽保健生協として、①新型コロナウイ
ルスへの対策を行いつつ、地域から求めら
れる一般診療に対応する、②患者、職員を
新型コロナウイルスから守るため最大限
の感染対策を行う、③経済的に困窮してい
る患者への支援を行う、④経営的な損失を
最小限にとどめるように努める、を基本方
針としました。
全国的に外出の自粛、飲食店の営業時間
短縮要請などが出され、診療所や病院では
受診控えが起こり、健康診断が縮小されて
います。こうした動きは感染予防対策とし
て重要ですが、一方で、経済的困窮者の増
加、うつ病などの精神疾患の増加、がん検
診受診率の低下による進行がんの増加など
が危惧されます。
なにか心配なことがございましたら、当
生協の医療、介護、生活相談の専門家をご
活用いただければと思います。
組合員の皆様には、改めて、一層のご支
援をお願い申し上げます。

理事長
　安 田　 肇

ごあいさつ

── この試練を乗り越えよう ──

2021年

謹賀新年謹賀新年

　「お山参詣─五穀豊穣・無病息災・家内安全」縦 115 × 横 78cm　 ©齋藤二朗
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ごあいさつ
2021

　あけましておめでとうございます。
　昨年１年間はとにかく“コロナ、コロナ”に明け暮
れた１年でした。３月のいわゆる第一波をうけ４月初
旬からと、10 月 12 日の弘前市飲食店から発生した
大規模クラスターの影響で、それぞれ約１ヵ月間電
話での再診利用の呼びかけを行いました。このため受
診者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました。経
営的にも大打撃で、収入が大幅に減少しました。受診
者が減少する一方で感染予防にかかる経費が増大し、
非常に苦しい経営状態です。
　コロナ感染は全国的には拡大を続けており、一時も
油断できない事態が継続しています。受診の際には体
温測定と行動歴の確認をお願いしており、クリニック
内にコロナを持ち込まない対策を行っています。
　私自身は今年還暦を迎えました。初心に帰って健康
に留意して今年１年頑張りたいと思っています。組合
員の皆さんもコロナに負けず健やかな１年をお過ごし
下さい。 

健生クリニック　所長
　飯田　寿徳

コロナに負けず健やかに コロナに負けず健やかに 

　あけましておめでとうございます。
　2019 年 6 月、健康増進法の改定を受けて病院敷地内を禁煙としました。でも、
タバコの魅力は他には代え難いという患者さんもいます。たくさんの人たちが禁煙
に協力してくれた一方で、密かに喫煙場所が敷地の境界付近へと移動して行きまし
た。国家間の領土問題と一脈通じるのでしょうか。事態の深刻さが中央よりも辺縁
であからさまになりました。
　何度も患者さんたちと話し合い、職員有志で吸い殻を拾い、格好の喫煙所となっ
ていた屋根付きのバス停を撤去し、患者さんに禁煙誓約書を書いて頂き、警備の方
にパトロールをお願いするなど、幾重にも対策を講じて来ました。それでも禁煙の
徹底は難しかった。
　聞くところによると、永田町のセンセ方も人目を忍び一服してらっしゃるとのこ
と。悪法も法なりと自ら国民に知らしめてくださり、私めも多少は胸のつかえが取
れた次第。
　さて、これからも知恵を絞り、穏やかなトーンで禁煙を訴え続けたいと思いま
す。本年も、そして、その先も私たちの模索と奮闘を見守っていただきますよう宜
しくお願い申し上げます。

藤代健生病院　院長　関谷　修
模索と奮闘を続ける模索と奮闘を続ける

　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大とその対
策に追われる日々が続きました。健生病院では職員を感染
から守ること、家族を感染から守ること、患者さんを感染
から守ること、院内感染を発生させないことを最大の目標
として、診療にあたってきました。秋には津軽地域でも大
規模なクラスターが発生し、当院も市内の各病院と協力し
ながら全力を挙げ、対応しました。
　新型コロナウイルス感染症対策の影響で、通常診療を縮
小したり救急をお断りするなど、ご迷惑をおかけすること
もあったかと思います。
　当院の最も重要な役割は、地域の方々の通常の診療を継
続していくことです。残念ながら新型コロナウイルス感染
はすぐには収まる気配がありません。
　今年も引き続き十分な感染対策をとりつつ、地域のニー
ズに応える診療を継続していく所存です。新型コロナウ
イルス感染症対策との兼ね合いでは、いろいろとご迷惑
をおかけすることもあるかとは思いますが、生協組合員
と地域の皆様のご理解と一層のご支援をよろしくお願い
いたします。

健生病院　院長　伊藤　真弘
2021年の年頭に当たって2021年の年頭に当たって

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、大きな緊張と不安の中で一年を過ご
しました。
　医療活動にも制限が加わり、胃カメラや健康診断の一時中止がありました。生協
活動でも班会や健康まつり、まちかど健康チェックの中止がありました。感染の拡
大は仕事が減る、仕事を失うなど、暮らしを直撃していると思われます。
　津軽医院は医療生協、民医連の診療所としてアンテナを高く揚げ、皆さんの困難
を受けとめようとしています。一緒に解決の力になりたいと思っています。診察室
での訴え、会話の中にSOSがないか注意を払っています。
　職員間の情報交換、院内の各種カンファレンス、ファルマ調剤薬局やケアマネー
ジャーさんからの情報も大きな役割を果たしています。困りごとがありましたら是
非相談して下さい。必要ならこちらから出かけて行きます。
　１月 22 日には核兵器禁止条約が発効します。大きな希望です。
　そして皆で、今のコロナ危機を乗り越えましょう。

津軽医院　院長　石森　伸二
皆さんの困難を受けとめます皆さんの困難を受けとめます

　例年と違う 2021 年のお正月。感染防止のための
外出自粛やマスク着用、ソーシャルディスタンスの徹
底、リモートワーク・リモート授業など、日常生活の
過ごし方が大きく変化しました。「毎年実家へ帰省し
ていたけど、お正月は帰らないことにする」という人
も多いはず。感染防止対策を優先しながら迎える新年
は、今までとは違うものになりそうです。同時に、コ
ロナ禍が「相手への思いやり」「人とのつながり」の
大切さを感じられることになりそうです。「正直なと
ころ『おめでとう』なんて言えるような気分じゃな
い」という人は想像以上に多いのかもしれません。
　昨年は皆様に診療内容の制限など大変ご迷惑をおか
けしました。新型コロナウイルス感染症対策を徹底し
職員一丸となって全力を尽くす所存でございます。本
年も変わらぬご愛顧のほどよろしくお願い申し上げま
す。

健生五所川原診療所
所長　津川　信彦

例年と違うお正月例年と違うお正月

津軽保健生協の
全職員を代表して
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すくすくエンジェル
４ヵ月健診のあかちゃんたちです

手塚友美子さん・彩
い ろ は

巴ちゃん
思いやりのある

優しい子になってね♡

佐藤　梨香さん・有
ゆうしん

心ちゃん
元気にたくましく

育ってね♡

澤田　舞子さん・歩
ほ の か

乃歌ちゃん
やさしく元気に
大きくなーれ

葛西ひとみさん・楓
か え で

葉ちゃん
お兄ちゃんと
仲良くね☆

木村　由子さん・栄
え い ご

吾ちゃん
元気にスクスクと大きく

育ってね

工藤　雪絵さん・悠
ゆ う ま

真ちゃん
お姉ちゃんと
仲良くね

櫻庭あゆみさん・夢
む う

歩ちゃん
周りに夢を与えられる

人生を歩んでね。

宇野　有紀さん・杏
あ こ

瑚ちゃん
すくすく元気に
大きくなぁれ！

山谷　由美子さん・元
はじめ

ちゃん
いっぱい遊んで
大きくなってね！

助川　みほさん・陽
は る と

音ちゃん
宇宙一かわいい
宝物です♡

葛西　緩南さん・杏
あ ず

寿ちゃん
元気にスクスク

育ってね

三戸　紫乃さん・六
む さ し

咲心ちゃん
元気いっぱい
楽しくね！！

山口　夏海さん・瑠
る い

心ちゃん
元気にすくすく
育ってね♡

高谷　真那さん・真
ま り

莉ちゃん
お兄ちゃんと仲良く、

皆から愛される人になってね

對馬　夏美さん・琉
る い

偉ちゃん
にいにと仲良くにいにと仲良くねね��

元気にすくすく
育ってね♡

金子　真希さん・陽
ひ な み

海ちゃん奈良岡舞子さん・知
は る き

樹ちゃん
やさしく元気な男の子に

なってね♡

三上　優さん・栞
か ん な

奈ちゃん
毎日いやしを
ありがとう

葛西　彩さん・俄
に わ か

伽ちゃん
たくさん笑って
大きくなってね

工藤　祐理さん・生
お と

采ちゃん
元気に大きくなってね☆

樋川美来野さん・琉
る い と

翔ちゃん
お兄ちゃんと仲良く♡
食べすぎ注意♡♡

秋元　名歩さん・豪
ご う た

太ちゃん
元気で優しい子に

なってね！

倉光　梨沙さん・大
た お

鳳ちゃん
元気に育ってね！！

須藤　哲子さん・海
う た

詩ちゃん
優しい子になってね♡優しい子になってね♡

二階堂史絵さん・鈴
すず

ちゃん
すくすく大きくなーれ！すくすく大きくなーれ！ 石岡　彰子さん・晃

こ う が

芽ちゃん
お兄ちゃんも一緒に、
いっぱい遊ぼうね！

北口　絵理さん・珠
し ゅ い

以ちゃん
明るく元気に育ってね！

五戸　仁美さん・悠
ゆ の

乃ちゃん
元気いっぱいに
大きく育ってね！

小林日夏子さん・夏
な つ き

希ちゃん
はるとお兄ちゃんと

仲良くね♡

竹浪優衣花さん・橙
と う り

利ちゃん
元気にすくすく
育ってね♡

　新年、あけましておめでとうございます。
　昨年 4 月から虹の建物内に「ナーシングホームた
まち」が開設され、訪問看護ステーションや居宅介護
支援事業所も同時に移転となり、駐車場が足りないほ
ど職員人口が増えて賑やかになりました。
　2020 年は新型コロナウイルスに年中振り回されて
いたように思います。感染防止の面から利用者様の屋
外レクリエーションを中止したこともありましたが、
屋内で楽しんでいただくために、ショートステイ職員
と給食課が協力して、おやつバイキングやクリスマス
会などを開催できました。
　昨年の経験を糧に 2021 年は安全面に配慮しなが
らさらに工夫をして、利用者様に喜んでいただけるよ
うなアクティブなショートステイと居宅介護支援を目
指していきたいと思います。

2021年は、よりアクティブに！2021年は、よりアクティブに！
健生介護センター虹　施設長

　白戸　法子

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年度は、多くの方にたまちの訪問看護と居宅をご
利用頂きありがとうございました。また、4 月にオー
プンした看多機「ナーシングホームたまち」は、少し
ずつ地域の方にも知ってもらい、相談やサービス利用
も増えてきています。空き状況については、日々変化
していますのでお問い合わせ下さい。
　地域でも新型コロナの感染が広がりましたが、たま
ちの各事業所では、感染防止対策を徹底し事業を継続
してきました。
　今後も病院やクリニック、ケアマネ等と連携し、安
心して在宅での療養生活が送れるようにお手伝い致し
ます。お困りのことがありましたら是非ご相談下さい。

健生訪問看護ステーション たまち
　統括所長　田中　由紀

在宅での生活を支えて在宅での生活を支えて

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年 2020 年は新型コロナウイルスが発生し、こ
れまで経験したことのない流行となりました。健生黒
石診療所では、黒石支部の組合員の皆様にご協力いた
だいておりました、週に一度の診療所内ボランティア
活動、毎年好評であった診療所キッズパークのお手伝
い、黒石よされ参加、地域への訪問行動などが中止と
なりました。
　未だ収束が見えない中ではありますが、2021 年
は、こうした活動が新たな様式を取り入れながら組合
員の皆様と一緒に再開できるよう願っております。
　また、健生黒石診療所の『プライマリ・ヘルス・ケ
ア（全ての人に健康を）の発展を通じて、患者・組合
員・地域の方々の健康と生活をサポートする』という
理念のもと、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を
徹底し、日々の外来診療・在宅医療・健康診断などの
医療活動に職員一丸となり取り組んで参ります。
　本年もどうぞよろしくお願い致します。

健生黒石診療所
所長　坂戸慶一郎

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ
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２
０
２
０
年
は
津
軽
保
健
生
協
に
と
っ
て
大
変
な
年
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
全
国
に
広
ま
り
、
総
代
会
は
開
催

時
間
と
出
席
人
数
を
大
幅
に
減
少
し
て
開
催
し
、
組
合
員
活
動

も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
弘
前
市
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
10
月
以
降
、
健
生

病
院
・
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
他
医
療
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
あ
た
り
、
津
軽
圏
域
内
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

健
生
病
院
の
伊
藤
真
弘
院
長
に
村
上
渡
専
務
が
聞
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
は
初
め
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
、

具
体
的
に
は
診
療
の
縮
小
も
含

め
て
対
策
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
弘
前
保
健
所
管
内
で
初
め

て
感
染
者
が
発
生
し
て
以
降
は
、

健
生
病
院
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
採
取

１
０
０
件
以
上
実
施
の
取
り
組

み
が
新
聞
報
道
等
で
紹
介
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
実
は

１
０
０
件
以
上
の
検
体
採
取
を

実
施
す
る
体
制
を
作
っ
た
の
は

要
請
に
応
じ
た
も
の
で
は
な
く
、

自
発
的
に
構
築
し
た
も
の
で
す
。

　
10
月
12
日
に
初
め
て
コ
ロ
ナ

感
染
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
す

ぐ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性
率
が

非
常
に
高
い
状
況
が
生
ま
れ
、

続
々
と
陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者

が
発
生
し
ま
し
た
。
検
査
対
象

者
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
不
明

で
し
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
き

ち
ん
と
や
ら
な
い
と
陽
性
者
を

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
、
独
自
で
体
制
を
強

化
。
１
日
１
０
０
件
実
施
可
能

と
申
し
出
た
ら
本
当
に
１
０
０

件
以
上
が
割
り
ふ
ら
れ
た
と
い

う
の
が
実
情
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
病
棟
の
一
部
に
コ

ロ
ナ
病
床
を
確
保
し
て
病
棟
全

体
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
12
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
受

け
入
れ
を
担
う
専
任
の
看
護

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

10
月
19
日
か
ら
全
体
の
診
療
を

縮
小
し
て
、
院
内
に
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ま
せ
な
い
、
院
内
で

ウ
イ
ル
ス
が
拡
大
し
な
い
方
策

を
と
り
ま
し
た
。

　
津
軽
地
域
の
感
染
状
況
に
応

じ
て
、
コ
ロ
ナ
病
床
の
確
保
場

所
や
確
保
数
の
変
更
、
一
部
の

病
床
を
休
ま
せ
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。
休
床
の
理
由
と
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
通
常
診

療
で
ず
っ
と
全
力
で
走
っ
て
い

る
と
い
う
空
気
が
あ
り
、
た
い

へ
ん
強
い
疲
弊
感
が
生
ま
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
と
、
看
護
の

人
手
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
対

応
に
は
た
い
へ
ん
多
く
の
人
手

を
要
し
ま
す
。
発
熱
外
来
は
医

師
２
名
＋
看
護
師
３
名
で
５

名
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
採
取
で
は
１

レ
ー
ン
に
つ
き
医
師・看
護
師・

検
査
技
師
・
事
務
で
６
～
７
名

が
必
要
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
採

取
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で

実
施
し
て
い
る
た
め
、
交
通
誘

導
員
が
別
途
５
～
６
名
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
全
体
を
通
し
て
、
明
ら
か
に

大
変
だ
っ
た
の
は
、
人
手
の
確

保
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
、
業
務

が
増
大
し
て
時
間
と
と
も
に
疲

弊
感
が
強
く
な
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
医

師
の
皆
さ
ん
に
は
必
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

概
で
よ
く
結
集
し
て
い
た
だ
い

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

健
生
の

健
生
の

コ
ロ
ナ
対
応

コ
ロ
ナ
対
応

��
そ
の
経
過

そ
の
経
過

　
２
０
１
７
年
10
月
に
弘
前
市
扇
町
に

新
築
移
転
し
て
以
降
、
健
生
病
院
の
医

療
活
動
は
大
き
く
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
要
求
に
応
え
て
、
健
生
病

院
は
今
、
地
域
の
医
療
を
守
る
う
え
で

基
幹
的
な
急
性
期
病
院
と
し
て
の
機
能

を
求
め
ら
れ
、
役
割
は
よ
り
一
層
明
確

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

健
生
の
断
ら
な
い
救
急

　
２
０
１
９
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
青

森
県
津
軽
医
療
構
想
調
整
会
議
で
は
、

健
生
病
院
の
〝
断
ら
な
い
救
急
〟
を
高

く
評
価
す
る
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。
救

急
車
の
受
け
入
れ
が
年
間
２
４
０
３
件

（
２
０
１
９
年
）
で
地
域
全
体
の
約
３

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
開
業
医
の
先

生
方
が
対
応
に
苦
慮
し
た
患
者
を
健
生

病
院
Ｅ
Ｒ
が
素
早
く
受
け
入
れ
る
こ
と

な
ど
が
話
さ
れ
、
そ
の
果
た
し
て
い
る

役
割
か
ら
、
津
軽
地
域
の
医
療
供
給
体

制
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
だ
と

健
生
病
院
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
移
転
前
と
比
較
す
れ
ば
（
２
０
１
６

年
と
２
０
１
９
年
の
比
較
）、
救
急
車

の
受
入
れ
は
約
４
０
０
件
の
増
加
、
外

来
延
べ
受
診
者
数
は
約
１
万
件
の
増

加
、
新
入
院
数
は
約
１
０
０
０
件
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
の
「
い
の
ち
と
健
康
」

を
守
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、

医
療
関
係
者
か
ら
の
評
価
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
弘
前
市
で
は
夜
間
の
二
次
救
急
受
け

入
れ
を
輪
番
制
と
し
て
お
り
、
参
加
す

る
病
院
で
二
次
救
急
輪
番
協
議
会
を
開

き
、
年
間
の
受
け
持
ち
日
数
を
決
め
て

い
ま
す
。
10
年
程
前
は
最
大
10
病
院
が

参
加
し
て
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
医
師

不
足
が
深
刻
化
し
て
参
加
病
院
の
離
脱

が
続
き
、
現
在
は
５
病
院
に
半
減
し
て

い
ま
す
。
残
っ
た
病
院
の
負
担
が
増
え

て
お
り
、「
地
域
医
療
を
守
る
」
と
い

う
各
病
院
の
使
命
感
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
健
生

病
院
の
〝
断
ら
な
い
救
急
〟
は
高
く
評

価
さ
れ
、
地
域
の
急
性
期
病
院
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。

新築移転３年を
振り返って
健生病院 事務局長　健生病院 事務局長　泉谷　雅人泉谷　雅人

健
生
病
院
　

�
伊
藤 
真
弘 

院
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

院
内
感
染
を
起
こ
さ
な
い

職
員
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
目
配
り

健生病院・健生クリニック健生病院・健生クリニック

毎朝8時30分から検温実施中毎朝8時30分から検温実施中

た
る
こ
と
で
地
域
の
中
で
の
役

割
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
自
覚

し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
周

囲
も
同
じ
よ
う
に
認
識
し
、
全

体
と
し
て
連
携
が
進
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
前
進
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
は
そ
の
流
れ

を
押
し
進
め
た
と
言
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
地
域
の
救
急
医
療
は

健
生
病
院
抜
き
に
し
て
は
考
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
発
生
に
素
早
い
対
応

　
病
院
と
し
て
一
貫
し
て
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
は
、
院
内
の

感
染
拡
大
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
❶
待
合

室
の
密
を
避
け
る
、
❷
院
内
に

入
る
人
数
を
制
限
す
る
、
❸
８

時
30
分
ま
で
入
場
を
待
っ
て
い

た
だ
く
、
と
い
う
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
院
内
の
感

染
拡
大
防
止
の
最
大
の
目
的

は
、
診
療
・
患
者
・
職
員
を
守

る
こ
と
で
す
。
患
者
・
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
も
し
ば

ら
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
病
院
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
と
き
の
悲
惨
さ
は
大
変

な
も
の
で
す
。
職
員
の
多
く
が

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
出
勤
で
き

な
い
事
態
と
な
っ
た
場
合
、
濃

厚
接
触
者
の
洗
い
出
し
な
ど
の

作
業
を
し
な
が
ら
、
入
院
患
者

に
対
し
て
必
要
な
診
療
は
継
続

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
圧
倒

的
に
人
数
が
減
少
し
た
状
況
で

も
増
え
た
業
務
を
こ
な
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
な
れ
ば
、
さ

ら
な
る
感
染
拡
大
の
懸
念
や
医

療
安
全
の
担
保
が
難
し
く
な

り
、
医
療
が
成
り
立
た
な
い
事

態
と
な
り
え
ま
す
。
そ
う
い
う

事
態
を
生
ま
な
い
こ
と
は
決
定

的
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
移
転
後
に
お
け
る
健
生
病
院

の
医
療
活
動
の
成
果
と
し
て
、

救
急
の
受
け
入
れ
を
含
め
た
急

性
期
医
療
に
関
し
て
は
、
国
立

弘
前
病
院
・
弘
前
市
立
病
院
・

健
生
病
院
で
圏
内
の
医
療
を
支

え
て
い
く
と
い
う
合
意
形
成
が

医
療
関
係
者
の
中
で
徐
々
に
作

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
10
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
発
生
と
拡
大
と
い
う
状
況

の
中
で
も
、
相
互
で
協
力
し
あ

い
な
が
ら
連
携
し
て
診
療
に
あ

組合員から寄せられた組合員から寄せられた
「応援メッセージ」を力に、伊藤院長「応援メッセージ」を力に、伊藤院長
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職
員
に
対
し
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
り
、
匿
名
で
投

稿
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
り
し
て
意
見
や
思
い
を
募
り

ま
し
た
。
す
べ
て
を
解
決
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
場
が
ス
ト
レ
ス
の
放
出

先
に
な
っ
た
と
い
う
一
面
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
組
合
員
さ
ん
か
ら
職
員

へ
の
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も

募
り
、
掲
示
し
ま
し
た
。
職
員

の
気
持
ち
は
当
然
さ
ま
ざ
ま

で
、
不
安
や
不
満
も
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は

健
生
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
救
急
を
断
ら
ざ
る

を
え
な
い
状
況
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
地
域
か
ら
得
て
き
た
信
頼

を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
よ
う
な
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
大
変

と
い
う
よ
り
は
、
コ
ロ
ナ
が
感

染
拡
大
し
て
い
る
中
で
の
一
般

診
療
・
一
般
救
急
の
維
持
が
非

常
に
大
変
で
あ
る
こ
と
は
、
医

療
現
場
に
い
な
い
限
り
は
な
か

な
か
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
も
あ

ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
健
生
病
院
に
お
い
て
も
、
入

院
を
う
ま
く
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
入
院
環
境
が
変

わ
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
を
確
保
す

る
た
め
に
退
院
を
促
進
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
利
用
さ
れ
る
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
一
般
診
療
の
維
持
と
コ

ロ
ナ
対
応
の
両
立
が
た
い
へ
ん

難
し
い
と
い
う
こ
と
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
課
題
は
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
（
急
性

期
経
過
後
に
引
き
続
き
入
院
医
療
を
要

す
る
状
態
）
機
能
の
充
実
で
す
。
津
軽

地
域
で
は
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
を
担

う
病
床
が
他
地
域
に
比
べ
圧
倒
的
に
不

足
し
て
お
り
、
二
次
救
急
輪
番
病
院
の

利
用
可
能
な
病
床
が
空
か
な
い
た
め
、

救
急
車
を
受
け
入
れ
た
く
て
も
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
急
性
期

だ
け
で
な
く
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
機
能

も
同
時
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
医
療
福
祉
機
関
だ
け
で
は
な
く
行

政
も
一
緒
に
な
っ
た
医
療
体
制
の
構
築

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
が
地
域
医
療
を
成
り
立
た
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
の
場
と
な
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

広
が
る
医
療
格
差

　
２
０
１
２
年
に
成
立
の
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
は
、
社
会
保
障
を
解
体

し
て
き
ま
し
た
。
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
・
年
金
・
生
活
保
護
費
な
ど
を
下
げ

続
け
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
蔑

な
い
が
しろ

に
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
様
々
な
団
体
の
病
院
と
交
流

す
る
機
会
が
あ
り
、
医
療
情
勢
や
今
後

の
医
療
の
在
り
方
を
含
め
て
将
来
構
想

を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
多
く
の
病
院
が
医
療

費
削
減
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状

況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
経
営
の
厳
し

さ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
効
率
を
重
視
し
た
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
生

活
背
景
の
困
難
な
人
や
お
金
の
な
い
人

を
断
ら
ざ
る
を
得
ず
、
よ
り
裕
福
な
人

を
呼
び
込
み
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
で
収
入

を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
生
き
残
り
戦
略

と
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
国
の
医
療
費
削
減
の
動
き

が
進
め
ば
、
病
院
に
か
か
れ
る
人
と
か

か
れ
な
い
人
の
健
康
格
差
は
さ
ら
に
広

が
り
、国
民
の
受
療
権
は
保
証
さ
れ
ず
、

お
金
の
有
無
で
い
の
ち
が
左
右
さ
れ
る

事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る

　
健
生
病
院
の
患
者
に
は
、
複
数
の
疾

患
を
持
ち
、
ま
た
社
会
的
な
問
題
や
経

済
的
な
問
題
な
ど
複
雑
な
背
景
を
も
っ

て
い
る
方
も
お
り
、
私
た
ち
は
人
権
保

障
の
視
点
で
向
き
合
い
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ

た
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
守
る
こ

と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
差
額
ベ
ッ

ド
料
を
徴
収
し
な
い
、
経
済
的
困
難
を

抱
え
た
人
に
は
「
無
料
低
額
診
療
」
を

実
施
し
、
24
時
間
３
６
５
日
ど
ん
な
患

者
さ
ん
も
断
ら
な
い
医
療
と
介
護
を
実

践
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
か
に

地
域
に
と
っ
て
重
要
で
貴
重
な
も
の
で

あ
る
か
を
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
他
の
病
院
を

含
め
た
地
域
の
中
で「
無
料
低
額
診
療
」

を
進
め
る
な
ど
、
誰
も
が
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
公
的
病
院
・
私
立
病

院
の
多
く
が
「
地
域
医
療
を
守
る
」
の

一
点
で
協
力
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
と
な
り
ま
す
。
健
生
病
院
は
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
と
し
て
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新築移転３年を
振り返って
健生病院 事務局長　健生病院 事務局長　泉谷　雅人泉谷　雅人

職
員
の
努
力
と
対
策

こ
の
一
年
も
コ
ロ
ナ
態
勢

る
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
た
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
そ
れ
な
り
に
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
に
優
先
的
に
関
わ
る
職

員
・
家
族
の
双
方
か
ら
、
感
染

の
心
配
が
あ
る
か
ら
家
に
帰
り

た
く
な
い
・
帰
っ
て
き
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

一
定
期
間
を
ホ
テ
ル
で
過
ご
す

職
員
も
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
病
床
や
感
染
を
疑
う

よ
う
な
場
面
で
は
む
し
ろ
感
染

を
起
こ
さ
な
い
も
の
で
す
。
コ

ロ
ナ
病
床
で
感
染
拡
大
し
た
と

い
う
話
や
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
従

事
し
て
い
る
職
員
か
ら
感
染
が

広
が
っ
た
と
い
う
話
は
ほ
と
ん

ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
院
内
の
感
染
拡
大
は
休
憩
室

や
昼
食
時
に
起
こ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
飯

は
一
人
で
黙
っ
て
早
く
食
べ
る

こ
と
を
徹
底
し
て
い
た
だ
い
て

寒さの中駐車場でドライブスルーのPCR検査寒さの中駐車場でドライブスルーのPCR検査

（©東奥日報20年10月23日）

　
先
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
状
況
は
し
ば
ら
く
続

く
と
み
て
い
ま
す
。
診
療
体
制

や
診
療
制
限
、
入
館
制
限
な
ど

が
今
の
ま
ま
続
く
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
２
０
２
１
年
度

い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い
は
コ
ロ
ナ
対

策
を
持
続
で
き
る
よ
う
な
態
勢

を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
や

感
染
拡
大
が
起
こ
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
散
発
的

な
発
生
は
当
面
な
く
な
ら
ず
、

時
々
小
さ
な
波
が
来
る
と
い
う

こ
と
は
想
定
し
て
お
き
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
確

か
な
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

れ
ば
収
束
に
向
か
っ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
い

つ
に
な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
明
確
な
見
通
し
が
な
い
か

ら
こ
そ
、
最
低
１
年
ぐ
ら
い
は

継
続
し
て
い
く
態
勢
を
と
っ
て

お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
通
常

の
医
療
活
動
に
戻
れ
る
目
途
が

立
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は

引
き
続
き
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
。

　
急
激
な
感
染
拡
大
は
お
よ
そ

収
束
し
た
よ
う
に
み
え
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
そ
の

も
の
が
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け

　
健
生
病
院
の
職
員
と
い
う
こ

と
で
周
囲
か
ら
距
離
を
置
か
れ

い
ま
す
。
ど
こ
の
休
憩
室
も

テ
ー
ブ
ル
は
壁
に
向
か
っ
て
置

い
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
室
も
危
険
で
、

前
に
も
横
に
も
人
が
い
る
状
態

で
自
分
の
机
で
ご
飯
を
食
べ
る

人
が
多
い
の
は
盲
点
に
な
り
が

ち
で
す
。
会
議
室
な
ど
、
自
分

の
机
以
外
の
広
い
と
こ
ろ
で
壁

に
向
か
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
安

全
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
、
感
染
リ
ス
ク

が
常
に
存
在
す
る
中
で
、
持
続

可
能
な
生
活
を
ど
う
構
築
し
て

い
く
の
か
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
て
地
域

住
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
点

で
、
病
院
と
し
て
し
っ
か
り
貢

献
し
続
け
て
い
く
た
め
の
形
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

に
よ
り
経
営
・
財
政
状
況
の
厳

し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
補
助

金
の
活
用
な
ど
で
最
大
限
の
回

復
を
図
る
べ
く
、
行
政
と
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

組合員から寄せられた組合員から寄せられた
「応援メッセージ」を力に、伊藤院長「応援メッセージ」を力に、伊藤院長
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え
る
の
が
楽

し
く
て
、
絵

に
対
す
る
興

味
を
大
き
く

し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
今
回
１
面
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た

も
の
は
「
お
山
参
詣
」
と
い
う
絵
で

15
年
前
に
描
い
た
も
の
で
す
。
お
山

参
詣
は
以
前
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
、
参
加
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ

て
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
描

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
岩
木
山
の
大
神
様
の
気
持
ち
を

想
像
し
、
描
く
と
き
は
本
殿
か
ら
見

下
ろ
し
て
い
る
構
図
に
し
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。
太
鼓
、
笛
、
打
ち
金
の

響
き
と
共
に
「
懺
悔
懺
悔
（
サ
イ
ギ

サ
イ
ギ
）、六
根
懺
悔

（
ド
ッ
コ
イ
サ
イ
ギ
）

…
」
と
い
う
掛
け
声

が
絵
か
ら
出
て
く
る

よ
う
に
と
念
じ
な
が
ら
一
心
に
描
い

て
い
き
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
対
応

　
長
年
、
津
軽
保
健
生
協
の
活
動
に

関
わ
っ
て
き
て
ふ
と
振
り
返
っ
て
み

た
ら
〝
80
歳
〟
が
目
の
前
に
あ
り
ま

し
た
。
幸
い
に
も
支
部
役
員
の
若
返

り
も
少
し
ず
つ
進
み
、
一
安
心
と
い

う
と
き
に
大
病
が
見
つ
か
り
、
健
生

病
院
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
入
院
中
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
一
人
一
人

の
患
者
に
対
す
る
職
員
の
雰
囲
気
や

言
葉
遣
い
の
暖
か
さ
、
も
う
一
つ
は

ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
、
清
掃
、
ご
み
の
運

搬
、
心
の
こ
も
っ
た
給
食
な
ど
隅
々

ま
で
行
き
届
い
た
お
も
て
な
し
で

す
。
大
変
な
仕
事
で
も
手
際
良
く
、

こ
な
れ
て
い
る
様
子
に
直
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
新
健
生
病
院
が
建
っ

て
良
か
っ
た
と
改
め
て
感
心
し
て
い

ま
す
。

職
員
の
姿
を
活
力
に

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
健
生
が
い
ち
早

く
行
動
を
起
こ
し
た
あ
の
姿
は
強
烈

で
し
た
。
津
軽
保
健
生
協
で
よ
く
耳

に
す
る
「
地
域
に
根
ざ
す
」
と
い
う

言
葉
を
象
徴
す
る
姿
で
す
。
職
員
が

テ
キ
パ
キ
と
検
温
や
問
診
す
る
光
景

を
目
に
し
、
ひ
と
り
で
に
涙
が
に
じ

ん
で
く
る
の
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
私
は
３
月
で
80
歳
に
な
り
ま
す
。

体
調
も
回
復
し
始
め
て
い
る
の
で
、

自
分
に
で
き
る
範
囲
の
力
を
出
し
て

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
絵
も
音
楽

も
再
ス
タ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

特別月間期間：2020年 12月７日～2021年３月31日
特別月間の目的：　
　つながりを大切にし、困りごとをかかえている人の
声を聞き、困った、の解決の実践を拡げましょう。
　また、事業所を守り現場で働く職員を励ますため
に、組合員の思いとして「大増資運動」に取り組みま
しょう。
　①�新型コロナウイルス感染拡大による影響を跳ねの

け、四課題達成を目指します。
　②�法人・事業所、地域医療介護を守るために「大増

資運動」に取り組みます。

　10月１日～11月30日に計画していた秋の生協強化月間
は、10月中旬に弘前市内で新型コロナウイルスのクラスター
発生に伴い中止としました。
　現在、感染拡大が落ち着いて来たことと、今年度は新型コロ
ナの影響により生協四課題（仲間ふやし・出資金ふやし・班づ
くり・担い手ふやし）が例年と比べると進んでいない状況もあ
り、あらためて津軽保健生協独自の取り組みとして、生協強化
月間を延長する事となりました。
　コロナ禍での強化月間となりますが、感染対策を徹底した訪
問行動などを中心に取り組みます。組合員の皆様にはご協力と
ご支援を宜しくお願いいたします。尚、再び津軽地域で感染が
拡大した場合は中止とします。
� （組織部部長　八島　将仁）

び
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
津
軽
保
健
生
協

は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

活
動
と
し
て
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
や
ビ
キ
ニ
デ
ー

集
会
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
へ
の
代
表
派
遣
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
日

本
政
府
は
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

条
約
に
参
加
し
な
い
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
と
協
力

し
て
核
兵
器
廃

絶
の
世
論
を
高

め
る
べ
く
、

「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
署

名
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
た
っ
た
１
発

の
原
爆
に
よ
っ

て
、
広
島
で
は

14
万
人
、
長
崎

で
は
７
万
人
の

命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
か
ろ
う

じ
て
生
き
延
び

た
人
々
も
心
と

体
に
傷
を
負

い
、
今
も
苦
し

み
続
け
て
い
ま

す
。
核
兵
器
の

被
害
は
過
去
の

　
１
９
４
５
年
８
月
、
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
75
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
核
兵
器
の
開
発
、
保

有
、
使
用
を
広
く
禁
じ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、
批
准
の

要
件
と
な
る
50
の
国
と
地
域

に
達
し
、
２
０
２
１
年
１
月

22
日
に
発
効
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。「
生
き
て
い
る

う
ち
に
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
」
と
願
う
被
爆
者
の
想
い

に
、
寄
り
添
い
活
動
し
て
き

た
私
た
ち
の
運
動
が
実
を
結

齋
藤
二に

朗ろ
う

さ
ん
（
平
賀
支
部
副
支
部
長
）

の
ご
紹
介

　

１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）
平
賀
町

（
現
・
平
川
市
）
に
生
ま
れ
る
。
長
年
小

学
校
教
諭
を
務
め
、
退
職
後
、
趣
味
で
あ

る
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
、

歌
、
絵
画
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
。
２

０
１
８
年
ま
で
支
部
長
を
務
め
る
な
ど
、

津
軽
保
健
生
協
の
活
動
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。

齋
藤
二
朗
さ
ん
の
言
葉
「
お
山
参
詣
─
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全
」

　
絵
の
こ
と
、入
院
体
験
な
ど
…

「「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
１
月
発
効

核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
１
月
発
効

��

日
本
政
府
に
も
条
約
批
准
を
求
め
る

日
本
政
府
に
も
条
約
批
准
を
求
め
る

問
題
で
は
な
く
、
今
の
私
た

ち
、
そ
し
て
次
の
世
代
に
も

関
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。

「
核
な
き
世
界
」
の
実
現
に

向
け
て
、
さ
ら
に
た
く
さ
ん

の
署
名
を
積
み
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
開
催
》

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
１
月

18
日
～
29
日
に
は
生
協
会
館

で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

記
念
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
」
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
社
会
保
障
・
平
和
委
員
会

�

　
浅
原
夏
希
）

毎年行われてきた「国民平和大行進」毎年行われてきた「国民平和大行進」

　
　
　
　
　
＊　
　
＊

　
私
が
絵
を
描
く
楽
し
さ
に
気
づ
い

た
の
は
小
学
校
４
年
生
の
時
で
、
絵

が
好
き
な
担
任
と
出
会
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
学
校
か
ら
帰
っ
た
後
、
外
に
出
か

け
岩
木
山
や
ア
カ
シ
ア
の
木
を
見
な

が
ら
、「
こ
の
色
を
出
す
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」
と
考

2020年度　秋の生協強化月間の延長（特別月間）
「新型コロナウイルス感染の深刻な
影響が続くなか、くらしを支える事
業の継続と、新しいつながりづくり
に取り組みましょう」

コツコツ定期増資
はじめませんか？
ご協力をお願いし
ます。

●口座振替増資とは●
・預金口座により定期的に自
動で増資金額が引き落とさ
れます
・安全に増資活動ができます
・生協が確実に強化されます

お問い合わせ。お申込み先

口座振替による増資のご案内



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

健生ヘルパーステーション
あ じ さ い
0172-31-1050

健生弘前ホーム
あ じ さ い
0172-31-1855

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所 案 内 は
５−４面です
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新
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
の
な

い
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

祈
っ
て
ま
す
！

弘
前
市　

福
真　

庸
子　

弘
前
市　

福
真　

庸
子　

新
年
の
望
み

新
年
の
望
み

　

昨
年
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
ま
し
た
が
冬
場
は
寒

い
し
暗
い
し
…
で
中
断
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
今
年
は
冬

場
も
な
わ
と
び
な
ど
を
し
て
、

通
年
で
運
動
を
続
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
体
と
心
を
目
指
し
ま

す
！！
（
夫
と
共
に
♡
）

弘
前
市　

沢
田
由
紀
子　

弘
前
市　

沢
田
由
紀
子　

２
０
２
１
年
の
決
意

２
０
２
１
年
の
決
意

　

丑
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
33
に

ト
ラ
イ
。
生
涯
の
資
格
取
得

32
、
通
信
教
育
な
ど
終
了
証

19
の
人
生
で
す
が
、「
為
せ

ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も
。
成
ら
ぬ
は
人
の
為

さ
ぬ
な
り
け
り
」
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
脳
の

活
性
化
も
い
い
も
ん
で
す
。

平
川
市　

覚
蓮
坊　

平
川
市　

覚
蓮
坊　

新
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

新
し
い
年
、
や
は
り
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
世
界

中
の
皆
が
笑
っ
て
生
活
し

て
い
け
る
こ
と
を
望
む
。

個
人
的
に
は
、
断
捨
離
を

し
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
持

ち
で
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

藤
崎
町　

成
田　

令
子　

藤
崎
町　

成
田　

令
子　

希
望
と
決
意

希
望
と
決
意

　

最
終
回
で
、
事
務
職
員
第

１
号
の
森
岡
さ
ん
で
、
当
時

の
色
ん
な
事
が
分
か
り
、
津

川
先
生
の
人
柄
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ス
リ
ッ
パ
を
履

き
忘
れ
た
患
者
に
、
取
り
に

行
っ
て
あ
げ
て
た
な
ん
て
！

弘
前
市　

大
平
紗
美
江　

弘
前
市　

大
平
紗
美
江　

回
想
の
津
川
武
一

回
想
の
津
川
武
一

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
政
策

が
地
方
の
暮
ら
し

に
持
ち
込
ん
だ
禍

を
一
日
も
早
く
組

み
伏
せ
た
い
。〈
川

柳
〉
嘘
に
ウ
ソ
上

塗
り
し
て
る
ス
カ

ソ
ー
リ
（
ス
ガ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

黒
石
市　

庄
助
ど
ん　

黒
石
市　

庄
助
ど
ん　

新
年
の
願
い

新
年
の
願
い

　

新
年
60
歳
の
年

女
な
の
で
、
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
た
ら

記
念
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
観
に

行
っ
て
日
本
を
応

援
し
た
い
で
す
。

（
開
催
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
）。

弘
前
市　

舞
い
マ
マ　

弘
前
市　

舞
い
マ
マ　

コ
ロ
ナ
収
束
し
た
ら

コ
ロ
ナ
収
束
し
た
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
、
ご
苦
労
様
で
す
。
職
員

各
位
の
健
康
と
感
染
防
止
策

の
努
力
が
め
で
た
く
報
わ
れ

る
事
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

平
川
市　

佐
藤
美
治　

平
川
市　

佐
藤
美
治　

病
院
の
皆
様
へ

病
院
の
皆
様
へ

　

津
川
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
こ
の
森
岡
さ
ん
も
つ
く

づ
く
素
晴
ら
し
い
方
だ
な
あ

～
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し

た
。
お
写
真
を
見
て
、
相
変

わ
ら
ず
の
笑
顔
は
い
き
い
き

輝
い
て
あ
た
た
か
い
！
わ
が

人
生
の
目
指
す
モ
デ
ル
さ
ん

で
す
。
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！

弘
前
市　

ひ
ま
わ
り　

弘
前
市　

ひ
ま
わ
り　

森
岡
さ
ん
の
回
想

森
岡
さ
ん
の
回
想

　

若
か
り
し
頃
、
津
川
先
生

の
講
義
を
受
け
、
感
動
し
、

目
覚
め
、
そ
の
後
の
人
生
で

先
生
の
教
え
に
い
ろ
い
ろ
な

面
に
お
い
て
導
か
れ
た
日
々

で
し
た
。
連
載
を
読
ん
で
懐

か
し
く
回
想
し
ま
し
た
。

平
川
市　

加
藤
セ
イ
子　

平
川
市　

加
藤
セ
イ
子　

懐
か
し
い
思
い
出

懐
か
し
い
思
い
出

　

津
川
先
生
の
医
療
を
通
じ

て
の
協
同
組
合
運
動
の
偉
大

な
実
践
か
ら
、
世
界
的
に
も

評
価
の
高
い
、
日
本
の
共
済

の
父
と
も
い
え
る
賀
川
豊
彦

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
に
委
縮
せ
ず
、
し
っ
か
り

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
大
人
数

は
避
け
、
地
味
で
も
少
人
数

で
の
活
動
に
力
を
入
れ
る
ガ

マ
ン
の
時
が
今
で
す
よ
、
と

２
人
の
大
家
か
ら
教
え
を
受

け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

つ
が
る
市　

長
谷
川
誠
司　

つ
が
る
市　

長
谷
川
誠
司　

医
療
を
通
じ
て
の
実
践

医
療
を
通
じ
て
の
実
践

　

津
川
さ
ん
の
記
事
。
今
も

生
活
保
護
や
医
療
費
の
支
払

い
が
難
し
い
方
に
健
生
病
院

は
優
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
歴
史
が
あ

る
ん
だ
と
思
う
と
感
慨
深
く

な
り
ま
し
た
。

弘
前
市　

大
久
保
悦
子　

弘
前
市　

大
久
保
悦
子　

取
り
組
み
の
歴
史

取
り
組
み
の
歴
史

　

虫
嫌
い
を
克
服
す
る
た
め

に
、
虫
の
本
を
読
み
始
め
ま

し
た
。
バ
ッ
タ
、
ナ
メ
ク
ジ
、

ゴ
〇
〇
リ
（
名
前
だ
け
で
も

う
怖
い
の
で
…
）
な
ど
、
好

き
で
研
究
す
る
方
も
い
る
ん

で
す
ね
。
ま
だ
克
服
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
る
の
は
大
人
に

な
っ
て
も
面
白
い
で
す
。

平
川
市　

み
た
ら
し　

平
川
市　

み
た
ら
し　

虫
嫌
い
な
私

虫
嫌
い
な
私

　

弘
前
も
コ
ロ
ナ
の
猛
威
に

さ
ら
さ
れ
て
、
健
生
病
院
も

懸
命
に
対
応
し
て
下
さ
っ
て

ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
。

弘
前
市　

た
ま
ち
ゃ
ん　

弘
前
市　

た
ま
ち
ゃ
ん　

コ
ロ
ナ
対
応
に
感
謝

コ
ロ
ナ
対
応
に
感
謝

　

津
川
武
一
さ
ん
の
記
事
を

懐
か
し
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で

健
生
病
院
が
不
眠
不
休
で
頑

張
っ
て
い
る
様
子
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
津
川
武
一

さ
ん
の
遺
志
を
継
承
し
た
行

動
と
思
い
ま
す
。

弘
前
市　

大
和
田
惠
子　

弘
前
市　

大
和
田
惠
子　

創
立
者
の
遺
志
を
継
承

創
立
者
の
遺
志
を
継
承

　

遠
く
の
実
家
に
帰
っ
て

て
、
診
察
日
を
す
っ
か
り
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
健
生
さ
ん

か
ら
「
お
薬
大
丈
夫
で
す

か
?
」
と
の
電
話
。
ご
親
切

に
電
話
下
さ
り
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

弘
前
市　

碇
谷
マ
リ
子　

弘
前
市　

碇
谷
マ
リ
子　

気
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た

気
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た

　

最
近
、
高
血
圧
傾
向

で
調
子
が
冴
え
な
か
っ

た
体
調
を
心
配
し
て
、

夫
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

３
週
間
。
血
圧
が
正
常

値
に
戻
り
ま
し
た
こ
れ

か
ら
も
頑
張
ろ
う
。
パ

パ
の
愛
情
に
感
謝
で
す
。

弘
前
市　

ゆ
う
ち
ん　

弘
前
市　

ゆ
う
ち
ん　

パ
パ
に
感
謝

パ
パ
に
感
謝

　
「
山
椒
の
葉
っ
ぱ
が
無
く

な
っ
た
な
あ
」
と
見
て
い
た

ら
、先
日
、き
れ
い
な
黄
緑
色

の
４
～
５
㎝
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
の
毛
虫
８
匹
と
そ
れ
よ
り

小
さ
い
黒
い
毛
虫
が
４
匹
い

た
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
来
る

の
に
、
蝶
に
な
っ
て
冬
越
し

す
る
の
か
蛹
で
冬
越
し
す
る

の
か
気
に
な
る
日
々
で
す
。

黒
石
市　

佐
藤
ケ
イ
子　

黒
石
市　

佐
藤
ケ
イ
子　

蝶
々
の
冬
越
し
は

蝶
々
の
冬
越
し
は
??

応
募
方
法

第
698
号
（
11
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」

２
今
は
昔
、
竹
取
の
―
―
―

と
い
ふ
者
あ
り
け
り

３
茶
道
や
華
道
で
行
う
よ
う

な
、
上
品
な
―
―
―
を
心

掛
け
た
い
も
の
で
す

４
夜
の
―
―
―
が
お
り
る

５
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
レ
ー
ズ

ン
、
日
本
語
で
は
―
―
―

―
―

７
喧
嘩
し
た
後
に
す
る
こ
と

８
津
軽
の
茶
わ
ん
蒸
し
に

は
、
銀
杏
で
は
な
く
こ
れ

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね

10
手
塚
治
虫
と
言
え
ば
、
日

本
の
漫
画
の
―
―

12
銀
で
で
き
た
た
お
金
の
こ

と
13
あ
な
た
の
家
の
テ
レ
ビ
の

サ
イ
ズ
は
何
―
―
―
？

14
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
セ
ー

リ
ン
グ
と
い
う
競
技
名
で

呼
ば
れ
ま
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

１
問
題
を
解
い
た
後
は
、
―
―
―

―
が
な
い
か
確
認

４
歩
い
て
移
動
す
る
こ
と

６
箸
使
い
の
タ
ブ
ー
の
一
つ
。
箸

で
お
皿
を
引
き
寄
せ
て
は
い
け

ま
せ
ん

７
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、

ハ
コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス

ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
ロ

９
ト
レ
ー
ナ
ー
の
袖
口
や
ニ
ッ
ト

に
使
わ
れ
る
編
み
方
。
ゴ
ム
編

み
や
畦
編
み
と
も
言
い
ま
す

11
風
が
止
ん
で
波
の
な
い
、
穏
や

か
な
海
面

13 

２
０
２
０
年
は
大
変
な
こ
と

が
続
い
た
が
、
２
０
２
１
年
は

「
―
―
―
―
来
復
」を
願
う

15
ヒ
ノ
キ
の
香
り
の
入
浴
剤
で
、

家
で
も
―
―
―
―
気
分

16
化
学
や
物
理
、
生
物
、
地
学
な

ど
を
習
う
教
科

17 

目
標
に
対
し
て
が
む
し
ゃ
ら

に
進
む
こ
と
。
―
―
―
猛
進

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

大
久
保
悦
子

岡
井　

聖
子

相
馬　

昭
子

（
青　

森　

市
）　

佐
々
木
忠
義

西
塚　

朱
里

（
平　

川　

市
）　

加
藤
セ
イ
子

坂
本
め
ぐ
み

（
黒　

石　

市
）　

種
市　

良
子

（
藤　

崎　

町
）　

藤
田　

美
子

（
中　

泊　

町
）　

新
岡
富
士
子 

1

7

11

15

16

2

12 

8

3

6

13 

17

10 

4

9

14

5 

《ヒント》
１年のしあわせを願う

新年拡大版新年拡大版
１月は当選者ワクも拡大！
20名にクオカードをお送りします

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス

目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
の

枠
の
中
に
入
っ
た
文
字
を
う
ま

く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の

答
え
と
、「
興
味
を
感
じ
た
記

事
」
や
、
良
か
っ
た
ら
日
頃
の

想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を

ご
記
入
下
さ
い
。
お
た
よ
り
は

一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
1
月
12
日
必
着
。
正
解

者
の
中
か
ら
20
人
に
新
年
か
ら

ク
オ
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先

　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル

係
　
Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
r66.7-dj.com

藤代健生病院 家族教室のご案内
「「回復」は無理せず焦らず諦めず～ご家族、
支援する方々にお願いしたいこと」
　◦１月９日（土）
　　講師：石田　悟　薬剤師

時間＊ともに９時30分～11時30分の開催です。
参加費＊無料です。

1

5

6

2

7

4

3

ウ

メ
サ
キ

モ
ン
ダ
イ

ウ

マ

メ

イ
ヤ
ホ
ン

ザ
シ
キ

ツ

≪コロナ対策実施中です≫

お問い合わせ・参加希望
地域連携室　℡0172-36-5181

弘前市　くろのねこ



2021年１月１日（金）　第699号 （8）健　　　康

楽しい お料理楽しい お料理

6枚切り・１切れ当たりエネルギー150kcal　塩分1.2g

＜材料（18㎝のパウンド型１台分）＞
肉だね（鶏挽肉250g　溶き卵１個分　玉葱１/４個 
生椎茸２個　パン粉10g（大さじ３） 　長芋15g　
味噌大さじ１と１/２ 　醤油小さじ２
みりん小さじ１　塩・胡椒少々）
卵３個　いんげん４本　人参１/４本　ごぼう１/４
本
白煎り胡麻・黒煎り胡麻　各小さじ２（お好みで）
＜作り方＞
❶ごぼうと人参を縦５〜６cmの拍子切りにし、ごぼ

おせちにもぴったり和風ミートローフ

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・「健康」新聞が２部届いている時…。
・組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

柳谷　愛美

うは変色を防ぐため水にさらしてお
く。いんげんはヘタと筋を取る。
❷人参、ごぼうは水から茹で、軟ら
かくなったらいんげんを加えて１〜
２分茹でる。茹で上がったら冷まし
ておく。
❸茹で卵を３個作る。（目安：水から
茹で沸騰してから７分）
❹玉葱、生椎茸をみじん切りにして
500Wの電子レンジで２分加熱する。
❺長芋をすりおろす。
❻オーブンを200度に予熱する。
❼ボウルに❹、❺、他の肉だねの材
料をすべて入れて、粘りが出るまで
練り混ぜる。

❽パウンド型にクッキングシートを敷き、肉だねの半
量をのせる。中央に茹で卵を３個並べ、１の人参・ご
ぼう・いんげんを茹で卵の左右それぞれに並べる。残
りの肉だねをのせて形を整え、お好みで上面にごまを
ふる。
❾200度のオーブンで40分焼く。焦げ目をつけたくな
い場合は、途中で一度アルミホイルをかぶせる。
➓焼き上がったらよく冷ましてから６等分に切り分け、
盛り付ける。

カレンダー、手帳
寄付・募金開催のご案内

記

■販売会・開催日　2020年12月25日（金）
　　　　　　　　　　　　～2021年1月15日（金）

■寄付・募集期間　2020年12月29日（火）まで

■開催場所 生協会館、津軽医院、
　　　　　　黒石診療所、五所川原診療所

1口100円以上でのご購入をお願い致します。

ご不明な点は、
組織部 ℡：0172-35-8933

（担当：金枝・浅原）
までご連絡下さい。

津軽保健生協では、ご家庭にある不要な2021年の

カレンダーや手帳をお寄せいただき、その売上金を

ユニセフ（国際連合児童基金）へ寄付するボランテ

ィア活動を行っております。

つきましては、下記の日程でカレンダー・手帳販売

会を開催致しますので、気軽にお立ち寄り下さい。

皆様の温かいご協力をお願い致します。

医
学
生
へ
の

医
学
生
へ
の

��

食
料
品
寄
付
の
お
願
い

食
料
品
寄
付
の
お
願
い

　
青
森
民
医
連
弘
前
事
務
所

で
は
、
医
学
生
の
学
び
と
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
医
学
生
の
要
望
に
合
わ

せ
た
学
習
会
を
開
い
た
り
、

生
活
の
悩
み
を
聞
い
た
り
と

幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
医
学
生
に
も

色
濃
く
出
て
い
ま
す
。〝
大

学
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
禁
止
し

て
生
活
費
が
減
っ
た
〟、〝
親

　

コ
ロ
ナ
で
各
支
部
の
総

会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

班
会
の
中
止
も
余
儀
な
く
さ

れ
、
思
う
よ
う
な
組
合
員
活

動
が
で
き
な
い
１
年
と
な
っ

た
中
、
通
信
教
育
受
講
が
昨

年
度
よ
り
プ
ラ
ス
20
件
、
グ

ル
ー
プ
で
の
受
講
は
昨
年
の

４
倍
の
９
支
部
か
ら
50
人
が

参
加
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。※

東
中
支
部
＋
時
敏
支
部

／
四
中
り
ん
ご
支
部
／
藤

崎
支
部
／
五
所
川
原
支
部

／
浪
岡
支
部
／
大
成
支
部

／
下
町
支
部
／
中
里
支
部

　
藤
崎
支
部
や
大
成
支
部
で

は
運
営
会
議
の
後
に
、
み
ん

な
で
問
題
を
解
い
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
下
町
支
部
は
「
コ
ロ
ナ
の

中
、
通
信
教
育
に
取
り
組
も

う
。
み
ん
な
で
学
べ
ば
、
怖

く
な
い
！
」
と
、
●
高
齢
期

の
い
き
い
き
生
活
●
医
療
福

祉
生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア
●

協
同
組
合
と
医
療
福
祉
生
協

の
生
い
立
ち
―
―
の
コ
ー
ス

の
収
入
が
減
っ
た
か
ら
仕
送

り
が
減
る
〟、〝
節
約
の
た
め

食
費
を
削
っ
て
い
る
〟
と

い
っ
た
声
が
事
務
所
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
医
学
生
の
声
を
組

織
部
の
力
を
借
り
て
津
軽
保

健
生
協
の
組
合
員
に
お
話
し

し
た
と
こ
ろ
、
お
米
や
野
菜

を
は
じ
め
本
当
に
た
く
さ
ん

の
食
料
品
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
医
学
生
た
ち

は
喜
ん
で
持
ち
帰
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
は
収
ま
る
気

配
が
な
く
、
親
元
を
離
れ
、

一
人
で
暮
ら
す
医
学
生
た
ち

は
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
医
学
生
支
援
の
た

め
、
引
き
続
き
食
料
品
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
ＴＥＬ 

０
１
７
２
─
３
４
─

�

５
４
５
５

青
森
民
医
連
弘
前
事
務
所
・

�

宮
腰
和
実
）

を
５
人
が
受
講
。
11
月
、
回

答
が
難
し
い
記
述
問
題
を
持

ち
寄
り
ま
し
た
。「
地
域
で

の
課
題
、
実
践
を
書
き
な
さ

い
」
と
い
う
出
題
に
、
高
齢

化
し
て
い
る
地
域
、
組
合
員

の
民
生
委
員
と
と
も
に
認
知

症
の
お
隣
さ
ん
に
対
応
し
た

経
験
な
ど
が
具
体
的
に
話
さ

れ
、
つ
な
が
り
が
大
事
な
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
も
し
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
も
た
っ
ぷ

り
、
無
事
に
通
信
教
育
レ

ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

�（
編
集
委
員
・
五
十
嵐
吉
美
）

グ
ル
ー
プ
で
受
講
が
進
ん
だ
通
信
教
育

グ
ル
ー
プ
で
受
講
が
進
ん
だ
通
信
教
育

��

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

組合員さんから事務所に支援続々！張り切るスタッフ組合員さんから事務所に支援続々！張り切るスタッフ

本場のりんご、もらいます本場のりんご、もらいます

４人で学習会４人で学習会

助かりま～す助かりま～す


